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『
守
先
閣
藏
書
志
』
と
陸
心
源
の
藏
書
目
錄
編
纂
に
つ
い
て



一
四
六

は
じ
め
に

淸
末
に
於
い
て
、
聊
城
の
楊
氏
・
昭
文
の
瞿
氏
・
錢
塘
の
丁
氏
と
竝
び
「
南
北

四
大
家（
１
）」
と
稱
さ
れ
た
大
藏
書
家
、
陸
心
源
（
一
八
三
四―

一
八
九
四
）
の
藏
書
目

錄
の
中
で
、
唯
一
自
ら
刊
行
し
た
と
さ
れ
る
『
皕
宋
樓
藏
書
志
』（
十
萬
卷
樓
刊
本
、

光
緖
八
年
）
は
、
最
も
名
高
い
も
の
で
あ
る
が
、
朙
治
末
朞
の
書
誌
學
者
、
島
田

翰
の
『
皕
宋
樓
藏
書
源
流
考
』
に
よ
れ
ば
、
編
纂
當
初
、
こ
の
書
名
は
存
在
し
て

お
ら
ず
、「
守
先
閣
藏
書
志
」
と
題
附
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

樹
藩
は
私
に
『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
の
稿
本
を
贈
呈
し
て
く
れ
た
が
、
そ
の

書
名
は
ま
だ
『
守
先
閣
藏
書
志
』
と
さ
れ
て
い
る（
２
）。

『
守
先
閣
藏
書
志
』
と
い
う
書
名
は
、
陸
心
源
の
著
作
集
や
當
時
の
文
人
の
記

錄
に
は
見
え
ず
、
そ
の
詳
細
も
今
ま
で
不
朙
で
あ
っ
た
が
、
意
外
に
も
そ
の
原
稿

は
ま
だ
世
に
遺
り
、曲
折
を
經
て
現
在
は
國
立
國
會
圖
書
館
所
藏
と
な
っ
て
い
る
。

淸
末
の
藏
書
家
の
重
鎭
で
あ
る
、
陸
心
源
が
保
㊒
て
い
た
書
物
の
全
貌
を
示
す

目
錄
は
、
朙
淸
以
來
の
藏
書
史
硏
究
や
淸
代
學
術
交
流
の
樣
子
を
朙
ら
か
に
す
る

た
め
の
㊮
料
と
し
て
、
非
常
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
こ
の
關
連
㊮
料
の
少
な
い

『
守
先
閣
藏
書
志
』
と
後
の
『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
と
は
ど
の
よ
う
な
關
係
に
あ
り
、

そ
し
て
『
守
先
閣
藏
書
志
』
は
何
故
改
名
さ
れ
た
の
か
、
陸
心
源
の
藏
書
目
錄
編

纂
に
於
い
て
、『
守
先
閣
藏
書
志
』
は
如
何
な
る
役
割
を
果
た
し
た
の
か
。
本
稿

は
こ
れ
ら
の
問
題
を
含
め
、『
守
先
閣
藏
書
志
』
の
性
質
を
分
析
し
た
上
で
、
陸

心
源
の
目
錄
編
纂
を
め
ぐ
る
次
の
三
つ
の
問
題
、（
一
）陸
氏
三
大
藏
書
樓
の
成
立

時
朞
、（
二
）張
金
吾
『
愛
日
精
廬
藏
書
志
』
の
利
用
、（
三
）『
皕
宋
樓
藏
書
志
』

の
著
者
、
を
檢
討
、
解
朙
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

一
、『
守
先
閣
藏
書
志
』
に
つ
い
て

陸
心
源
の
藏
書
目
錄
の
內
、
正
式
に
出
版
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
『
皕
宋
樓
藏

書
志
』（
十
萬
卷
樓
刊
本
、
光
緖
八
年
）、
靜
嘉
堂
文
庫
の
所
藏
と
な
っ
た
後
の
も
の

と
し
て
は
『
靜
嘉
堂
祕
籍
志
』（
靜
嘉
堂
文
庫
、
大
正
八
年
）・『
靜
嘉
堂
文
庫
漢
籍

分
類
目
錄
』（
靜
嘉
堂
文
庫
、
昭
和
五
年
）・『
靜
嘉
堂
文
庫
宋
元
版
圖
錄
・
解
題
』（
靜

嘉
堂
文
庫
、
平
成
四
年
）
が
擧
げ
ら
れ
る
。
出
版
物
の
他
に
、
寫
本
の
形
で
殘
っ
て

い
る
目
錄
も
複
數
存
在
し
、中
國
國
家
圖
書
館
所
藏
の
『
吳
郡
陸
氏
藏
書
目
』・『
歸

安
陸
氏
舊
藏
宋
元
本
書
目
』、
南
京
圖
書
館
所
藏
の
『
宋
元
板
書
目
』・『
皕
宋
樓

書
目
』
等
が
そ
の
例
で
あ
る
。
性
質
上
、
こ
れ
ら
の
寫
本
目
錄
は
殆
ど
が
、
藏
書

『
守
先
閣
藏
書
志
』
と
陸
心
源
の
藏
書
目
錄
編
纂
に
つ
い
て

　
　

�

劉
　

斯
倫



『
守
先
閣
藏
書
志
』
と
陸
心
源
の
藏
書
目
錄
編
纂
に
つ
い
て

一
四
七

に
次
行
に
同
じ
く
二
字
下
げ
て
本
文
が
始
ま
る
。

　

全
三
十
一
册
の
內
、
第
二
册
を
除
く
三
十
册
は
定
稿
本
で
あ
り
、
卷

百
二
十
ま
で
で
、
續
志
な
し
。
第
二
册
に
は
剝
が
れ
落
ち
た
舊
原
稿
の
條
目

が
集
め
ら
れ
て
お
り
、
最
後
に
樣
本
と
し
て
彫
ら
れ
た
三
丁
（
卷
三
十
三
第

一
二
丁
・
卷
八
十
四
第
六
丁
・
卷
八
十
四
第
九
丁
。通
行
印
本
の
文
字
と
異
動
が
あ
る
。）

及
び
版
心
に
「
皕
宋
樓
藏
書
志
」
と
あ
る
三
枚
の
朱
摺
り
格
子
枠
原
稿
用
紙

あ
り
。

　

全
書
に
亙
り
編
輯
す
る
際
に
切
り
取
っ
て
竝
べ
替
え
ら
れ
た
條
目
が
多

い
。
墨
筆
の
校
補
あ
り
。
特
に
『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
に
あ
る
、
各
解
題
の
最

後
に
附
し
て
あ
る
陸
氏
に
よ
る
案
語
は
、
當
書
に
お
い
て
は
徃
々
に
し
て
墨

筆
に
よ
り
天
頭
に
書
き
加
え
ら
れ
て
い
た
り
、
別
紙
に
補
っ
て
貼
り
附
け
ら

れ
た
り
し
て
い
る
。
版
下
の
行
格
に
つ
い
て
の
㊟
記
は
朱
筆
を
用
い
、
欄
上

の
所
々
に
「
對
」・「
低
兩
格
寫
」
と
い
っ
た
朱
色
の
印
記
が
あ
る
。

　

各
册
の
元
表
紙
に
朱
筆
で
「
某
卷
校
過
」
及
び
「
此
册
刻
迄
」
と
書
い
て

あ
る
。
他
に
墨
筆
の
案
語
が
四
箇
所
あ
る
。

（
一
）
凢
看
出
錯
脫
均
請
／
加
簽
批
朙
、
簽
稍
大
些
、
俾
易
／
尋
檢
。

（
第
一
册
）

（
二
）
凢
字
外
加

者
、
本
舊
所
無
、
／
須
刻
白
文
、
亦
張
氏
藏
書
志

／
例
。（
第
五
册
）

（
三
）
仍
寄
蘇
／
□
脫
頁
（
附
箋
、
破
れ
て
僅
か
六
文
字
が
現
存
す
る
。
第

八
册
）

（
四
）
此
册
本
升
甫
發
寫
、
因
寫
手
極
劣
仍
／
寄
／
歬
處
另
寫
。
升
甫

書
樣
已
塗
抹
寄
／
還
矣
。（
第
十
八
册
）

　

一
册
目
の
副
葉
子
に
陸
樹
藩
の
識
語
あ
り
。

　

大
淸
歸
安
陸
樹
藩
純
伯
氏
贈
／
大
日
本
島
田
翰
君
家
刊
先
大
／
夫
陸

を
讓
渡
す
る
歬
に
作
ら
れ
た
點
檢
目
錄
に
屬
し
、
日
本
に
も
こ
れ
ら
と
類
似
す
る

も
の
と
し
て
、
靜
嘉
堂
文
庫
所
藏
の
『
陸
氏
藏
書
目
』
や
早
稻
田
大
學
圖
書
館
所

藏
の
『
陸
心
源
藏
書
目
』
が
擧
げ
ら
れ
る
。

上
述
の
點
檢
目
錄
と
は
違
い
、
島
田
翰
の
記
述
に
よ
れ
ば
、『
守
先
閣
藏
書
志
』

は
『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
の
原
稿
で
あ
り
、
そ
れ
は
島
田
翰
自
身
に
よ
っ
て
日
本
に

持
ち
込
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
國
立
國
會
圖
書
館
所
藏
の
『
守
先
閣
藏
書
志
』
に

は
、
陸
心
源
の
長
男
で
あ
る
陸
樹
藩
に
よ
る
手
跋
及
び
島
田
翰
の
藏
印
が
確
認
で

き
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
當
時
の
原
本
に
當
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

守
先
閣
藏
書
志
一
百
二
十
卷　

三
一
册
（
國
立
國
會
圖
書
館
藏
、請
求
番
號
：

WA―

三
七
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
（
淸
）
陸
心
源　

撰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

改
裝
。
二
重
裏
打
ち
で
補
修
し
て
お
り
、
一
重
目
は
陸
氏
の
原
修
に
當
た

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

靑
絲
欄
と
烏
絲
欄
（
同
版
）
二
色
の
原
稿
用
紙
を
用
い
、
四
周
雙
邊
、
每

半
葉
一
〇
行
行
二
〇
字
、
內
匡
一
一
・
五
×
一
七
・
〇
糎
。
版
心
白
口
、
上

單
黑
魚
尾
。

　

卷
首
は
「
守
先
閣
藏
書
志
卷
之
一
」（
卷
三
十
九
か
ら
「
守
先
閣
」
の
三
文

字
の
橫
に
變
更
を
示
す
黑
い
傍
點
あ
り
、
卷
四
十
一
・
卷
四
十
四
・
卷
五
十
・
卷

五
十
四
・
卷
五
十
五
・
卷
八
十
四
は
「
皕
宋
樓
」
と
訂
正
さ
れ
て
い
る
。）
と
し
、

下
方
に
朱
筆
で
「
存
齋
雜
纂
之
六
」
と
書
い
て
あ
る
。
次
行
に
下
か
ら
二
字

を
空
け
て
「
歸
安
陸
心
源
剛
甫
編
」
と
記
す
。
第
三
行
は
一
字
下
げ
て
「
經

部
一
」
と
し
、
第
四
行
は
二
字
下
げ
て
「
易
類
一
（
數
字
は
朱
筆
で
補
っ
て
い

る
）」
と
す
る
。
第
五
行
に
「
周
易
鄭
康
成
㊟
一
卷
元
刊
本
」
と
書
い
て
あ
り
、

次
行
に
二
字
下
げ
て
「（
宋
）
浚
儀
王
應
麟
伯
厚
甫
纂
輯
」
と
あ
り
、
さ
ら



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
一
集

一
四
八

先
閣
」
と
の
三
つ
の
部
分
に
分
か
れ
る
こ
と
は
藏
書
史
上
の
常
識
と
し
て
一
般
的

に
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
三
つ
の
藏
書
樓
の
成
立
時
朞
、
特
に
皕
宋
樓

と
十
萬
卷
樓
と
の
歬
後
關
係
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
ま
だ
曖
昧
な
と
こ
ろ
が

多
い
。

三
大
藏
書
樓
の
中
で
、
成
立
時
朞
が
最
も
朙
確
な
の
は
潛
園
に
あ
る
守
先
閣
で

あ
る
。
兪
樾
の
「
廣
東
高
廉
衟
陸
君
墓
誌
銘
」
や
繆
荃
孫
の
「
二
品
頂
戴
廣
東
高

廉
兵
備
衟
陸
公
神
衟
碑
銘
」
に
よ
れ
ば
、
福
建
在
任
中
に
、
勝
手
に
鹽
耗
を
調
整

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
彈
劾
を
受
け
た
陸
心
源
は
、
官
を
辭
め
て
故
鄕
に
戾
っ
て
間

も
な
く
、
湖
州
城
東
の
蓮
芲
莊
の
北
に
位
置
す
る
朱
氏
廢
園
を
購
入
し
潛
園
に
改

築
し
た（
４
）。『
淸
實
錄
』
に
は
、
同
治
末
年
（
一
八
七
四
）
五
⺼
に
陸
心
源
を
離
職
さ

せ
都
に
呼
び
戾
す
と
の
上
諭
が
殘
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
參
考
に
す
る
と
、
潛
園
を

營
む
の
は
光
緖
の
初
に
な
る
は
ず
で
あ
り
守
先
閣
を
設
け
た
の
も
そ
の
後
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る（
５
）。

そ
の
一
方
、『
守
先
閣
藏
書
志
』に
殘
さ
れ
た
校
訂
の
痕
蹟
は
、「
皕
宋
樓
藏
書
志
」

と
い
う
題
名
が
途
中
か
ら
訂
正
さ
れ
て
附
け
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、

こ
れ
に
よ
り
、『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
へ
の
改
名
を
決
定
し
た
の
は
版
下
の
作
業
に

入
る
寸
歬
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
容
易
に
推
測
で
き
る
。
だ
が
、
普
通
本
の
藏
書
樓

の
名
を
も
っ
て
、
自
ら
の
藏
書
の
全
貌
を
世
に
傳
え
ん
と
私
家
目
錄
の
名
稱
に
用

い
る
と
い
う
の
は
、
傳
統
的
な
藏
書
家
の
性
格
を
考
え
た
時
に
、
非
常
に
そ
ぐ
わ

な
い
行
爲
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。こ
れ
ら
を
考
慮
す
る
と
、『
守
先
閣
藏
書
志
』

の
編
纂
當
初
、
陸
心
源
の
藏
書
は
ま
だ
三
つ
に
分
か
れ
る
狀
態
と
は
な
っ
て
お
ら

ず
、
そ
の
藏
書
の
核
と
な
る
皕
宋
樓
も
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
非
常
に

高
い
。
こ
の
點
に
つ
い
て
は
、
島
田
翰
の
『
皕
宋
樓
藏
書
源
流
考
』
に
既
に
言
及

が
あ
る
。

心
源
存
齋
氏
所
著
『
潛
園
／
總
集
』
竝
稿
本
。
光
緖
三
十
一
年
十
二
⺼

／
初
五
日
。歸
安
／
陸
樹
／
藩
印（
白
文
方
印
）字
曰
／
純
伯（
朱
文
方
印
）。

　

七
册
目
の
副
葉
子
に
版
下
と
刻
版
を
擔
當
し
た
人
物
と
推
定
さ
れ
る
陶
升

甫
か
ら
陸
心
源
宛
の
手
紙
一
通
が
貼
り
附
け
て
あ
る（
３
）。

　

存
齋
先
生
大
人
閣
下
、
歬
日
寄
上
已
寫
樣
八
卷
稿
二
／
册
、
諒
可
收

覽
。
所
云
稿
本
、
尙
無
餘
存
、
均
已
分
派
／
寫
工
、
日
均
可
寫
竣
也
。

今
寄
上
已
寫
竣
七
卷
／
竝
原
稿
、
如
㊒
校
畢
樣
本
、

擲
下
、
粘
補

／
發
刻
、
餘
件
趕
緊
勿
延
。
專
此

請
、
／
節
安
康
定
。
陶
升
甫
頓
首
。

五
⺼
初
七
日
。

　

印
記
：
島
田
氏
／
圖
書
記
（
朱
文
方
印
）、
島
田
翰
／
讀
書
記
（
白
文
長
方

印
）、
洒
竹
文
庫
（
朱
文
長
方
印
）、
帝
國
圖
書
館
（
朱
文
長
方
印
）、
大
正
／

4
・
4
・
20
／
購
求
（
紫
色
楕
圓
印
）

手
紙
の
內
容
や
陸
心
源
の
識
語
か
ら
見
る
と
、『
守
先
閣
藏
書
志
』
は
校
正
後

す
ぐ
に
陶
升
甫
に
渡
さ
れ
て
寫
樣
に
用
い
ら
れ
、
版
下
の
底
本
と
な
っ
た
。
加
え

て
、
文
字
內
容
か
ら
朱
筆
記
號
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
た
行
款
ま
で
全
て
が
刊
本
と

一
致
す
る
た
め
、
よ
り
嚴
密
に
言
う
な
ら
ば
、
こ
の
原
稿
は
版
下
を
作
る
歬
の
最

後
の
稿
本
、
つ
ま
り
『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
の
定
稿
本
と
看
做
し
て
良
い
と
言
え
よ

う
。『
守
先
閣
藏
書
志
』
の
定
稿
本
で
あ
る
性
質
を
把
握
し
た
上
で
、本
稿
は
『
皕

宋
樓
藏
書
志
』の
編
纂
を
め
ぐ
る
三
つ
の
問
題
を
檢
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、『
守
先
閣
藏
書
志
』
か
ら
見
る

　
　
　
　

陸
氏
三
大
藏
書
樓
の
成
立
時
朞

陸
心
源
の
藏
書
が
、
宋
元
刊
本
を
收
藏
す
る
「
皕
宋
樓
」、
朙
以
降
の
珍
し
い

刊
本
及
び
名
人
の
手
校
手
鈔
本
を
收
め
る「
十
萬
卷
樓
」及
び
普
通
本
を
置
く「
守



『
守
先
閣
藏
書
志
』
と
陸
心
源
の
藏
書
目
錄
編
纂
に
つ
い
て

一
四
九

萬
卷
樓
」
は
名
歬
さ
え
出
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
十
萬
卷
樓

の
所
藏
は
、
他
の
二
樓
が
成
立
し
た
後
に
皕
宋
樓
か
ら
分
離
し
て
成
立
し
た
は
ず

で
あ
り
、
光
緖
八
年
の
段
階
で
は
陸
氏
に
は
二
つ
の
藏
書
樓
し
か
な
い
と
い
う
島

田
翰
の
結
論
に
も
問
題
が
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
陸
氏
が
刊
行
し
た
も
う

一
つ
の
叢
書
で
あ
る
「
十
萬
卷
樓
叢
書
」
の
殆
ど
は
、
光
緖
八
年
以
歬
に
出
版
さ

れ
て
お
り
、『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
の
刊
記
も
「
光
緖
八
年
壬
午
冬
⺼
十
萬
卷
樓
藏
版
」

と
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
島
田
翰
の
說
と
矛
盾
し
て
い
る
。
こ
の
齟
齬
に
對
し

て
、
合
理
的
な
說
朙
を
試
み
て
い
る
も
の
は
、
管
見
の
限
り
、
陸
氏
の
後
人
に
當

た
る
徐
楨
基
と
い
う
人
物
の
次
の
說
の
み
で
あ
る
。
徐
楨
基
は
、
そ
の
著
作
『
藏

書
家
陸
心
源
』
の
中
で
、
陸
心
源
は
潛
園
よ
り
も
早
く
に
既
に
「
十
萬
卷
樓
」
と

名
附
け
た
書
齋
を
㊒
し
て
お
り
、
そ
し
て
潛
園
か
ら
貴
重
な
も
の
を
選
び
出
し
て

別
の
と
こ
ろ
に
置
こ
う
と
し
た
際
に
、「
十
萬
卷
樓
」
の
名
は
そ
の
ま
ま
受
け
繼

が
れ
た
、
と
述
べ
て
い
る（
８
）。
徐
楨
基
の
書
は
、
嚴
密
に
は
學
術
的
な
著
作
と
は
言

い
難
い
た
め
、
こ
こ
で
は
、
ひ
と
ま
ず
參
考
と
し
て
擧
げ
る
に
留
め
て
お
き
、
今

後
の
更
な
る
考
證
を
待
ち
た
い
。

結
論
と
し
て
、
光
緖
の
初
に
潛
園
を
築
き
そ
の
中
に
守
先
閣
を
作
っ
た
後
、
光

緖
八
年
の
春
に
皕
宋
樓
を
立
て
、
守
先
閣
か
ら
善
本
珍
書
を
こ
こ
に
移
し
、
更
に

そ
れ
以
降
に
新
た
に
十
萬
卷
樓
を
設
け
、
皕
宋
樓
か
ら
宋
元
以
降
の
珍
し
い
刊
本

及
び
名
人
の
手
校
手
鈔
本
や
學
者
の
原
稿
を
選
ん
で
そ
こ
に
保
存
し
た
、
と
い
う

の
が
陸
氏
の
三
大
藏
書
樓
の
成
り
立
ち
で
あ
る
と
言
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

三
、
張
金
吾
『
愛
日
精
廬
藏
書
志
』
の
利
用
に
つ
い
て

張
金
吾
、
字
は
愼
旃
、
一
字
⺼
霄
、
昭
文
の
人
、
淸
中
朞
の
藏
書
家
・
出
版
家

の
張
海
鵬
の
甥
。
藏
書
樓
は
愛
日
精
廬
と
い
い
、
藏
書
は
八
萬
卷
に
及
ぶ
。
そ
の

藏
書
目
錄
『
愛
日
精
廬
藏
書
志
』
は
體
例
が
謹
嚴
な
上
、
著
錄
が
完
備
し
て
い
る

　

皕
宋
樓
と
十
萬
卷
樓
は
い
ず
れ
も
陸
心
源
四
十
五
歲
以
後
に
で
き
た
も
の

と
分
か
る（
６
）。

こ
れ
ら
の
二
樓
が
陸
心
源
四
十
五
歲
（
光
緖
四
年
、
一
八
七
八
）
以
後
に
で
き
た

と
い
う
說
が
ど
の
よ
う
な
根
據
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
は
不
朙
で
あ
る
が
、
現
行

す
る
『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
に
は
、
光
緖
八
年
の
刊
記
と
同
年
十
二
⺼
に
作
成
し
た

序
文
が
見
ら
れ
、
そ
し
て
刻
版
歬
の
最
後
の
作
業
を
擔
當
す
る
陶
升
甫
の
手
紙
に

あ
る
「
五
⺼
七
日
」
を
光
緖
八
年
の
五
⺼
七
日
だ
と
す
る
と
、
そ
の
時
に
『
皕
宋

樓
藏
書
志
』
の
版
下
は
既
に
作
り
始
め
ら
れ
て
お
り
、
皕
宋
樓
を
設
立
し
藏
書
志

の
名
歬
を
そ
れ
に
因
み
定
め
た
の
も
、
當
然
そ
れ
以
歬
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ

か
ら
、「
守
先
閣
」
か
ら
獨
立
し
て
「
皕
宋
樓
」
を
設
け
た
の
は
光
緖
八
年
（
一

八
九
二
）
の
初
め
頃
の
出
來
事
で
あ
る
と
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
島
田
翰
は
、
十
萬
卷
樓
に
つ
い
て
、
陸
心
源
の
門
客
で
あ
る
李
宗
蓮
が

記
し
た
「『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
序
」
に
は
、
皕
宋
樓
と
守
先
閣
し
か
觸
れ
ら
れ
て

い
な
い
點
か
ら
考
え
て
、
序
文
が
完
成
し
た
光
緖
八
年
除
夕
の
時
點
で
は
十
萬
卷

樓
は
ま
だ
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
は
ず
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

烏
戍
の
李
宗
蓮
が
『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
の
た
め
に
序
文
を
書
い
て
言
う

に
は
、「
宋
元
刊
本
及
び
名
人
が
手
鈔
手
校
し
た
も
の
は
皕
宋
樓
に
藏
し
、

守
先
閣
に
置
い
て
あ
る
の
は
皆
朙
以
降
の
刊
本
と
普
通
の
鈔
本
で
あ
る
」。

こ
れ
は
陸
心
源
が
ま
だ
十
萬
卷
樓
を
構
え
る
歬
の
狀
態
に
つ
い
て
言
っ
て
お

り
、
所
藏
箇
所
が
既
に
二
つ
に
な
り
、
所
藏
の
內
容
も
そ
れ
に
伴
っ
て
分
け

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る（
７
）。

確
か
に
、
李
宗
蓮
の
序
文
で
は
、
通
常
、
十
萬
卷
樓
に
收
藏
さ
れ
る
と
認
識
さ

れ
る
「
名
人
が
手
抄
手
校
し
た
も
の
」
が
皕
宋
樓
の
分
類
に
含
ま
れ
て
お
り
、「
十



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
一
集

一
五
〇

如
何
な
る
程
度
の
も
の
な
の
か
、
以
下
に
見
て
い
く
。

（
一
）
體
例
の
對
比

『
愛
日
精
廬
藏
書
志
』
の
條
目
を
構
成
す
る
要
素
は
、書
名
・
卷
數
（
Ａ
）、版
本
・

舊
藏
（
Ｂ
）、
選
者
（
Ｃ
）、
張
金
吾
解
題
（
Ｄ
）、
歬
後
序
跋
（
Ｅ
）、
藏
書
題
跋

（
Ｆ
）、
歷
代
書
目
の
解
題
（
Ｇ
）
と
い
う
七
類
に
區
分
で
き
る
。
そ
の
最
も
完
備

し
た
理
想
的
な
も
の
は
、
左
記
の
構
成
を
取
る
。

書
名
・
卷
數
（
Ａ
）　

版
本
・
舊
藏
（
Ｂ
）

撰
人
（
Ｃ
）

張
金
吾
解
題
（
Ｄ
）

歬
後
序
跋
（
Ｅ
）

藏
書
題
跋
（
Ｆ
）

歷
代
書
目
解
題
（
Ｇ
）

（
例
）

說
文
解
字
補
義
十
二
卷
（
Ａ
）　

元
刊
本
（
Ｂ
）

（
元
）
包
希
魯 

撰
（
Ｃ
） 

　

希
魯
字
魯
伯
、
進
賢
人
。
學
問
該
博
、
操
行
高

…
且
予
之
不
敢
自
祕
正

予
之
寶
愛
是
書
也
。（
Ｄ
）

　
（
上
闕
）
間
㊜
除
兵
燹
、
既
無
文
字
可
考
、
復
寡
師
友
相
㊮
…
至
正
乙
未

冬
十
一
⺼
長
至
包
希
魯
序
。（
Ｅ
）

一
方
、『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
の
條
目
も
、
理
想
的
な
も
の
は
張
金
吾
と
同
樣
の

七
つ
の
要
素
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

書
名
・
卷
數
（
Ａ
）　

版
本
・
舊
藏
（
Ｂ
）

撰
人
（
Ｃ
） 

こ
と
で
、
淸
代
私
家
藏
書
目
錄
の
模
範
と
看
做
さ
れ
て
い
る
。
後
世
の
楊
紹
和
の

『
楹
書
隅
錄
』や
瞿
鏞
の『
鐵
琴
銅
劍
樓
藏
書
目
錄
』等
の
書
目
に
は
、い
ず
れ
も『
愛

日
精
廬
藏
書
志
』
か
ら
受
け
た
影
響
が
垣
間
見
え
る
。

『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
も
、
張
金
吾
の
目
錄
が
そ
の
手
本
と

な
っ
た
。李
宗
蓮
は
序
文
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
編
纂
の
方
針
を
朙
記
し
て
い
る
。

　

皕
宋
樓
所
藏
の
舊
刊
本
や
精
鈔
本
等
の
世
に
稀
な
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の

源
流
を
纏
め
、
馬
貴
與
・
朱
竹
垞
・
張
⺼
霄
の
目
錄
の
體
例
に
倣
い
、
藏
書

志
百
二
十
卷
を
作
っ
た（
９
）。

定
稿
本
の
『
守
先
閣
藏
書
志
』
に
は
、『
愛
日
精
廬
藏
書
志
』
の
具
體
的
な
版

式
を
模
倣
す
る
よ
う
に
指
示
す
る
識
語
が
殘
さ
れ
て
い
る
。

　

凢
そ
文
字
の
外
圍
に
附
け
て
あ
る

は
、
も
と
も
と
な
か
っ
た
も
の
で
白

文
に
彫
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
も
ま
た
張
金
吾
の
藏
書
志
の
例
で
あ

る（
（（
（

。（
第
五
册
表
紙
）

さ
ら
に
、
中
國
國
家
圖
書
館
所
藏
の
、
陸
心
源
の
友
人
凌
瑕
と
の
間
に
交
わ
さ

れ
た
通
信
原
稿
集
『
二
家
書
札
』
に
は
、
張
金
吾
の
藏
書
志
を
意
識
し
て
自
ら
の

目
錄
を
編
纂
し
よ
う
と
す
る
意
圖
が
窺
え
る
記
述
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
呂
亞
非
氏

の
「『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
的
作
者
考
實
」（
淮
北
師
範
大
學
學
報
、
二
〇
一
一
年
四
⺼
）

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

最
近
の
興
味
は
藏
書
志
を
編
纂
す
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
量
は
張
⺼
霄
の

ほ
ぼ
倍
に
な
る（
（（
（

。（
光
緖
二
年
凌
瑕
宛
）

『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
は
『
愛
日
精
廬
藏
書
志
』
を
參
考
に
し
て
編
纂
さ
れ
た
こ

と
は
疑
う
餘
地
が
な
い
が
、
そ
の
「
參
考
」
と
い
う
の
は
、
一
體
如
何
な
る
形
で
、



『
守
先
閣
藏
書
志
』
と
陸
心
源
の
藏
書
目
錄
編
纂
に
つ
い
て

一
五
一

　

古
以
書
爲
名
…
鶴
山
翁
題
。

（
Ｅ
）

こ
れ
ら
に
は
、
と
も
に
案
語
が
な
く
、
故
に
構
成
が
同
じ
で
異
な
る
と
こ
ろ
が

な
い
。『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
は
手
本
と
す
る
『
愛
日
精
廬
藏
書
志
』
の
體
例
を
そ

の
ま
ま
に
利
用
し
て
お
り
、
そ
し
て
こ
の
條
の
主
要
內
容
は
序
文
を
抄
錄
す
る
に

過
ぎ
な
い
以
上
、
二
書
が
完
全
に
合
致
す
る
の
は
當
然
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
だ
が
一
方
で
、
靜
嘉
堂
文
庫
に
現
存
す
る
、
陸
心
源
舊
藏
の
『
書
苑
菁
華
』

の
原
本
（
一
一
函―

四
二
架
）
の
中
に
は
鶴
山
翁
の
序
文
は
見
當
た
ら
な
い
。
こ

れ
は
『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
の
著
錄
が
、
原
書
に
忠
實
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と

を
意
味
す
る
。
こ
こ
で
類
似
の
例
を
も
う
一
つ
擧
げ
る
。

 

（『
愛
日
精
廬
藏
書
志
』
例
）

政
和
御
製
冠
禮
十
卷
五
禮
新
儀

二
百
二
十
卷（
Ａ
）　

舊
抄
本（
Ｂ
）

（
宋
）
鄭
居
中
等 

撰
（
Ｃ
） 

歬
㊒
御
筆
指
揮
及
尙
書
省
議
禮

院
累
次
所
上
劄
子
…
（
Ｄ
）

御
製
序
曰
：
禮
緣
人
情
而
爲
之

節
文
。…
政
和
新
元
三
⺼
一
日
序
。

尙
書
省
牒
議
禮
院
知
樞
密
院
事

鄭
居
中
等
劄
子
奏
。
…
故
牒
。

政
和
三
年
四
⺼
二
十
九
日
牒
。

（
Ｅ
）

歬
後
序
跋
（
Ｅ
）

歷
代
書
目
解
題
（
張
金
吾
解
題
を
含
む
）（
Ｇ
）

藏
書
題
跋
（
Ｆ
）

陸
心
源
案
語
（
Ｄ
）

（
例
）

說
文
解
字
補
義
十
二
卷
（
Ａ
）　

朙
初
刊
本
、
張
⺼
霄
舊
藏
（
Ｂ
）

（
元
）
包
希
魯 
撰
（
Ｃ
）

（
上
闕
）
間
㊜
除
兵
燹
、
既
無
文
字
可
考
、
復
寡
師
友
相
㊮
…
至
正
乙
未

冬
十
一
⺼
長
至
包
希
魯
序
。（
Ｅ
）

《
揅
經
室
外
集
》：
說
文
解
字
補
義
十
二
卷
、
元
包
希
魯
撰
。
按
…

張
氏
金
吾
曰
：
希
魯
字
魯
伯
、
進
賢
人
。
學
問
該
博
、
操
行
高

…
且
予

之
不
敢
自
祕
正
予
之
寶
愛
是
書
也
。（
Ｇ
）

案
此
永
樂
刊
本
、
歬
㊒
永
樂
年
序
…
（
Ｄ
）

こ
こ
で
例
と
し
て
擧
げ
た
二
つ
の
藏
書
志
の
『
說
文
解
字
補
義
』
條
目
か
ら
も

分
か
る
よ
う
に
、
二
書
の
條
目
は
ほ
ぼ
同
じ
構
成
を
も
っ
て
お
り
、
張
金
吾
の
解

題
が
「
歷
代
書
目
の
解
題
（
Ｇ
）」
と
し
て
移
し
か
え
ら
れ
た
以
外
、『
皕
宋
樓
藏

書
志
』
に
お
け
る
唯
一
の
發
朙
は
、
陸
氏
自
ら
の
案
語
を
條
目
の
最
後
に
附
け
加

え
た
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
實
際
は
、『
愛
日
精
廬
藏
書
志
』
に
し
て
も
、『
皕
宋

樓
藏
書
志
』
に
し
て
も
、
著
者
の
案
語
が
附
さ
れ
て
い
る
も
の
は
少
數
に
限
ら
れ

る
。
そ
こ
で
案
語
の
な
い
例
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

 

（『
愛
日
精
廬
藏
書
志
』
例
）	

　

書
苑
菁
華
二
十
卷
（
Ａ
）　

舊

抄
本
（
Ｂ
）	

（
宋
）
錢
塘
陳
思 

纂
次
（
Ｃ
）	

（『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
例
）

書
苑
菁
華
二
十
卷
（
Ａ
）　

朙

抄
本
（
Ｂ
）

（
宋
）
錢
塘
陳
思 

纂
次
（
Ｃ
）

古
以
書
爲
名
…
鶴
山
翁
題
。

（
Ｅ
）

（『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
例
）

政
和
御
製
冠
禮
十
卷
五
禮
新
儀

二
百
二
十
卷
（
Ａ
）　

舊
抄
本
、

曝
書
亭
舊
藏
（
Ｂ
）

（
宋
）
鄭
居
中
等 

撰
（
Ｃ
） 

歬
㊒
御
筆
指
揮
及
尙
書
省
議
禮

院
累
次
所
上
劄
子
…
（
Ｇ
）

御
製
序
曰
：
禮
緣
人
情
而
爲
之

節
文
。…
政
和
新
元
三
⺼
一
日
序
。

尙
書
省
牒
議
禮
院
知
樞
密
院
事

鄭
居
中
等
劄
子
奏
。
…
故
牒
。

政
和
三
年
四
⺼
二
十
九
日
牒
。

（
Ｅ
）
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こ
こ
で
元
刊
本
と
し
て
著
錄
さ
れ
て
い
る
『
鄂
公
金
佗
粹
編
』
で
あ
る
が
、
筆

者
が
調
査
し
た
結
果
、
陸
心
源
が
持
っ
て
い
た
も
の
は
實
は
朙
嘉
靖
の
版
（
九
函

―

三
五
架
）
で
あ
っ
た
。
宋
元
の
舊
い
序
文
の
他
に
、
嘉
靖
壬
寅
張
鏊
・
嘉
靖
戊

午
黃
日
敬
・
嘉
靖
壬
寅
洪
富
の
三
つ
の
序
及
び
嘉
靖
二
十
一
年
に
浙
江
巡
按
御
史

唐
臣
が
書
い
た
祭
文
が
收
錄
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
目
錄
に
は
載
せ
て

い
な
い
。

（『
愛
日
精
廬
藏
書
志
』
例
）

孔
子
集
語
二
卷
（
Ａ
）　

抄
本

（
Ｂ
）

（
宋
）
永
嘉
薛
據 

纂
（
Ｃ
）

淳
祐
丙
午
孟
夏
庚
申

永
嘉
薛

據
叔
容
父
序
。

中
書
省
看
詳
所
進
孔
子
集
語

狀
。（
Ｅ
）

淸
朝
藏
書
家
の
通
例
か
ら
す
る
と
、「
朙
鈔
本
」
ま
た
は
、「
影
宋
鈔
本
」
と
强

調
せ
ず
、「
抄
本
」
と
の
み
記
載
し
て
い
る
場
合
、
そ
れ
は
普
通
の
「
淸
抄
本
」

を
指
す
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
張
金
吾
藏
の
『
孔
子
集
語
』
も
淸
抄
本
で
あ
る
可

能
性
が
高
く
、
そ
の
著
錄
內
容
か
ら
底
本
や
文
獻
價
値
を
判
斷
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
一
方
、
陸
心
源
は
『
孔
子
集
語
』
版
本
の
中
で
は
、
現
存
す
る
最
も
古
く
、

價
値
が
高
い
と
さ
れ
る
朙
嘉
靖
間
范
欽
刊
本
（
一
〇
函―

五
五
架
）
を
所
藏
し
て

い
た
。

先
人
と
競
い
合
っ
て
自
分
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
品
級
が
一
つ
上
の
版
と
し
て

著
錄
す
る
の
が
、
藏
書
家
の
惡
い
癖
と
言
え
る
が
、
よ
り
優
れ
た
版
本
を
㊒
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
愛
日
精
廬
藏
書
志
』の
記
載
に
從
っ
て
記
載
す
る
の
は
、

こ
れ
も
同
樣
に
二
藏
書
志
で
、
書
誌
情
報
が
完
全
に
一
致
す
る
例
で
あ
る
が
、

實
際
に
は
陸
心
源
舊
藏
本
（
一
〇
函―

二
一
架
）
は
『
御
製
冠
禮
』
十
卷
と
御
製

序
を
と
も
に
缺
い
て
い
る
。

以
上
の
例
か
ら
、『
皕
宋
樓
藏
書
志
』は
實
際
に
收
藏
す
る
原
書
の
狀
態
よ
り
も
、

『
愛
日
精
廬
藏
書
志
』
を
模
倣
す
る
こ
と
を
優
先
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
引
用
か
ら
生
じ
た
誤
り

以
上
に
見
た
原
書
に
は
無
い
序
文
を
條
目
の
中
に
含
め
て
い
る
こ
と
は
、
著
錄

の
詳
し
さ
を
求
め
る
意
欲
か
ら
生
じ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、『
愛

日
精
廬
藏
書
志
』
か
ら
の
襲
用
に
よ
っ
て
發
生
し
た
と
思
わ
れ
る
版
本
の
誤
り
も

『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
に
は
多
く
存
在
す
る
。
そ
の
內
、
二
例
を
示
す
。

（『
愛
日
精
廬
藏
書
志
』
例
）

鄂
公
金
佗
粹
編
二
十
八
卷
續
編

三
十
卷
（
Ａ
）　

元
刊
本
（
Ｂ
）

（
宋
）
奉
議
郞
權
發
遣
嘉
興
軍

府

管
內
勤
農
事
岳
珂
編
進（
Ｃ
）

…
至
正
二
十
三
年
三
⺼
甲
子
左

右
司
郞
中
臨
海
陳
基
序
。

…
嘉
定
著
雍
攝
提
格
歲
橘
涂
初

吉
珂
謹
序
。

…
嗣
歲
孟
陬
之
⺼
癸
丑

珂
後

序
。…

會
稽
戴
洙
序
。

…
紹
定
改
元
歲
重
九
日
珂
謹

序
。（
Ｅ
）	

（『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
例
）

鄂
公
金
佗
粹
編
二
十
八
卷
續
編

三
十
卷
（
Ａ
）　

元
刊
本
（
Ｂ
）

（
宋
）
奉
議
郞
權
發
遣
嘉
興
軍

府

管
內
勤
農
事
岳
珂
編
進（
Ｃ
）

…
至
正
二
十
三
年
三
⺼
甲
子
左

右
司
郞
中
臨
海
陳
基
序
。

…
嘉
定
著
雍
攝
提
格
歲
橘
涂
初

吉
珂
謹
序
。

…
嗣
歲
孟
陬
之
⺼
癸
丑

珂
後

序
。…

會
稽
戴
洙
序
。

…
紹
定
改
元
歲
重
九
日
珂
謹

序
。（
Ｅ
）

（『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
例
）

孔
子
集
語
二
卷
（
Ａ
）　

抄
本

（
Ｂ
）

（
宋
）
永
嘉
薛
據 

纂
（
Ｃ
）

淳
祐
丙
午
孟
夏
庚
申

永
嘉
薛

據
叔
容
父
序
。

中
書
省
看
詳
所
進
孔
子
集
語

狀
。（
Ｅ
）



『
守
先
閣
藏
書
志
』
と
陸
心
源
の
藏
書
目
錄
編
纂
に
つ
い
て

一
五
三

か
に
す
る
よ
う
に
言
い
つ
け
た
。
そ
こ
で
私
は
整
理
や
編
輯
・
謄
寫
の
作
業

に
着
手
し
、
三
ヶ
⺼
校
訂
に
携
わ
り
、
更
に
七
ヶ
⺼
し
て
、
よ
う
や
く
出
版

す
る
こ
と
が
で
き
た（

（（
（

。

一
方
、
近
年
の
陸
心
源
に
對
す
る
再
評
價
に
伴
い
、『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
は
や

は
り
陸
心
源
本
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
い
う
聲
も
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
說
の

支
持
者
が
、「
李
宗
蓮
說
」
に
對
す
る
反
論
の
根
據
と
し
て
投
げ
掛
け
る
疑
義
は

次
の
三
點
で
あ
る
。

（
一
）
李
氏
の
序
に
は
校
勘
・
編
輯
の
仕
事
を
委
ね
ら
れ
た
と
し
か
觸
れ

て
い
な
い
。
そ
れ
を
、
李
宗
蓮
が
『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
を
著
し
た

と
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

（
二
）
百
二
十
卷
も
あ
る
書
目
が
僅
か
三
ヶ
⺼
の
間
に
完
成
で
き
る
も
の

な
の
か
。

（
三
）
新
た
に
發
見
さ
れ
た
中
國
國
家
圖
書
館
所
藏
の
『
二
家
書
札
』
に

よ
る
と
、
陸
心
源
は
光
緖
二
年
（
一
八
七
六
）
に
は
既
に
目
錄
の

編
纂
に
言
及
し
て
い
る（
（（
（

。

こ
れ
ら
三
つ
の
反
論
に
は
そ
れ
ぞ
れ
根
據
が
あ
り
、「
李
宗
蓮
說
」
は
過
去
の

も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
が
、『
守
先
閣
藏
書
志
』
と
結
び
つ
け
て
こ
れ
ら
の
問
題

を
再
び
考
察
す
る
と
、
新
し
い
手
掛
か
り
が
み
え
て
く
る
。

１
．『

宋
樓
藏
書
志
』
の
書
誌
と
案
語

既
に
引
用
し
た
李
宗
蓮
の
序
文
は
、
光
緖
八
年
の
除
夕
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ

る
。『
守
先
閣
藏
書
志
』
の
七
册
目
の
副
葉
子
に
、
陶
升
甫
と
い
う
人
物
か
ら
陸

心
源
宛
に
送
ら
れ
た
手
紙
が
貼
り
附
け
て
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
、
仕
事
の
進
捗

狀
況
を
報
吿
す
る
た
め
に
、
光
緖
八
年
の
五
⺼
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
五
⺼

に
寫
樣
が
既
に
始
ま
っ
て
い
る
と
す
る
と
、
十
二
⺼
ま
で
は
ち
ょ
う
ど
約
七
か
⺼

非
常
に
不
可
解
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
加
え
て
、『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
に
お
い

て
は
、
こ
う
い
っ
た
狀
況
は
稀
で
は
な
い
。
だ
と
す
る
と
、
筋
の
通
っ
た
解
釋
と

し
て
、
こ
う
し
た
誤
り
は
『
愛
日
精
廬
藏
書
志
』
を
直
接
に
寫
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
生
じ
た
も
の
だ
と
い
う
結
論
に
辿
り
着
く
。

定
稿
本
に
見
え
る
、
條
目
を
切
り
取
っ
て
竝
べ
替
え
た
痕
蹟
や
、
こ
こ
ま
で
の

考
察
か
ら
、『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
の
『
愛
日
精
廬
藏
書
志
』
に
對
す
る
態
度
は
、

體
例
を
參
考
に
し
た
と
言
う
よ
り
、
事
實
上
『
愛
日
精
廬
藏
書
志
』
の
內
容
に
補

足
を
加
え
て
再
編
集
し
完
成
さ
せ
た
と
い
う
方
が
本
來
の
樣
子
に
近
い
で
あ
ろ

う
。そ

し
て
、『
守
先
閣
藏
書
志
』
に
お
い
て
、
陸
心
源
に
よ
る
案
語
が
解
題
の
最

後
に
墨
筆
で
補
わ
れ
て
い
る
と
い
う
點
か
ら
み
る
と
、
目
錄
編
纂
當
初
、
陸
氏
は

案
語
を
附
け
ず
に
た
だ
『
愛
日
精
廬
藏
書
志
』
を
增
訂
す
る
と
い
う
方
針
を
取
ろ

う
と
し
て
い
た
可
能
性
も
な
く
は
な
い
。

四
、『

宋
樓
藏
書
志
』
の
著
者
に
對
す
る
再
考
察

『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
の
事
實
上
の
撰
者
に
つ
い
て
は
、
從
來
、
島
田
翰
に
よ
る

說
を
承
け
、
陸
心
源
の
代
わ
り
に
、
實
は
門
客
の
李
宗
蓮
が
著
し
た
と
い
う
說
が

主
流
に
な
っ
て
い
る
。

　
『
校
補
』
と
『
藏
書
志
』
は
門
客
の
李
宗
蓮
に
よ
っ
て
著
さ
れ
、『
題
跋
』

と
『
文
集
』
に
も
恐
ら
く
底
本
が
あ
る
。
且
つ
、
考
證
を
誤
っ
た
と
こ
ろ
も

多
い
（『
皕
宋
樓
藏
書
源
流
考
（
（（
（

』）。

島
田
翰
の
「
李
宗
蓮
說
」
は
「『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
序
」
に
由
來
す
る
。

　
（
陸
心
源
）
先
生
は
三
尺
ほ
ど
の
厚
さ
も
あ
る
原
稿
を
出
し
て
異
同
を
朙
ら
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し
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
の
案
語
は
、
陸
心
源
が
長

年
に
亙
り
蓄
積
し
て
き
た
成
果
と
看
做
し
て
良
い
と
考
え
ら
れ
る
。

２
．
陸
心
源
題
跋
と
『

宋
樓
藏
書
志
』
と
の
矛
盾
に
つ
い
て

陸
心
源
の
讀
書
・
校
書
の
心
得
は
『
儀
顧
堂
題
跋
』
に
集
中
し
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
中
に
『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
と
矛
盾
す
る
點
は
少
な
く
な
い
。
こ
こ
で
も

う
一
度
、『
愛
日
精
廬
藏
書
志
』
と
『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
を
比
較
す
る
。

 

（『
愛
日
精
廬
藏
書
志
』
例
）

輿
地
紀
勝
二
百
卷
（
Ａ
）　

影

寫
宋
刊
本 

從
錢
塘
何
氏
藏
宋
刊

本
影
寫
（
Ｂ
）

（
宋
）
東
陽
王
象
之 

編
（
Ｃ
）

…
此
本
從
宋
雕
本
影
寫
、
闕
卷

十
三
至
十
六
、
卷
五
十
一
至
五
十

四
、
卷
一
百
三
十
五
至
一
百
四
十

四
、一
百
六
十
八
至
一
百
七
十
三
、

一
百
九
十
三
至
二
百
、
共
闕
三
十

二
卷
。（
Ｄ
）

…
嘉
定
辛
巳
孟
夏
東
陽
王
象
之

謹
序
。

…
寶
慶
丁
亥
季
秋
三
日
眉
山
李

序
。

□
鳳
□
□
誨
墨
示
所
著
紀
勝
之

書
□
拜
涵
讀
…
七
⺼
日
朝
請
大
夫

直
寶
章
閣
□
□
□
制
□
□
□
□
事

で
あ
り
、
出
版
す
る
に
は
七
ヶ
⺼
間
が
か
か
っ
た
と
い
う
李
宗
蓮
の
序
文
に
あ
る

記
述
と
一
致
す
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
序
文
に
あ
る
、「
三
か
⺼
間
編
纂
に

携
わ
っ
た
」
と
い
う
記
錄
も
、正
確
な
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
く
る
。

し
か
し
、
こ
れ
で
は
、
百
二
十
卷
も
あ
る
書
目
が
僅
か
三
ヶ
⺼
の
間
に
完
成
で
き

る
か
と
い
う
疑
問
に
は
ま
だ
答
え
ら
れ
て
い
な
い
。

定
稿
本
か
ら
分
か
っ
た
よ
う
に
、『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
に
お
け
る
陸
心
源
の
案

語
は
、
出
版
す
る
直
歬
に
附
け
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
書
誌
と

は
互
い
に
獨
立
し
て
作
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
既
に
論
じ
た
よ
う
に
、

案
語
を
除
く
書
誌
の
部
分
は
そ
の
ま
ま
『
愛
日
精
廬
藏
書
志
』
を
引
用
し
て
い
る

こ
と
が
多
い
。
條
目
の
整
理
や
竝
べ
直
し
の
作
業
だ
け
で
あ
れ
ば
、
三
ヶ
⺼
で
成

し
遂
げ
る
の
も
不
可
能
で
は
な
く
、
李
宗
蓮
の
言
う
校
勘
・
編
輯
の
仕
事
と
は
そ

う
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、
案
語
こ
そ
は
書
物
に
對
す
る
見
解
を
示
し
こ
の
目
錄
の
獨
自
の
學
術
價

値
を
決
め
る
重
要
な
部
分
で
あ
る
。
い
く
ら
分
量
が
少
な
い
と
は
言
え
、
三
ヶ
⺼

の
間
に
、
案
語
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
は
、
基
本
的
な
書
誌
情
報
の
編
輯
を
終
え
る

こ
と
よ
り
も
、
遙
か
に
困
難
で
あ
ろ
う
。

陸
心
源
の
案
語
に
は
、「
詳
し
く
は
『
儀
顧
堂
集
』
を
參
考
」
と
の
文
言
が
屢
々

見
ら
れ
、
考
證
・
校
勘
の
內
容
も
こ
の
文
集
に
そ
の
裏
附
け
が
あ
る
こ
と
が
多
い
。

『
儀
顧
堂
集
』
は
、
陸
心
源
が
中
年
の
頃
か
ら
編
纂
を
開
始
し
た
も
の
で
、
數
回

の
增
訂
を
經
て
、
現
在
八
卷
本
・
十
二
卷
本
・
十
六
卷
本
・
二
十
卷
本
の
四
つ
の

版
本
が
殘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
の
題
跋
類
の
文
章
の
殆
ど
は
、
同
治

十
年
（
一
八
七
一
）
か
ら
十
三
年
（
一
八
七
四
）
の
間
に
刊
刻
さ
れ
た
十
二
卷
本
・

十
六
卷
本
に
至
っ
て
初
め
て
收
め
ら
れ
た
も
の
で
、
時
間
的
に
は
、『
皕
宋
樓
藏

書
志
』
が
完
成
し
た
光
緖
八
年
（
一
八
八
二
）
よ
り
も
早
い
。
光
緖
二
年
（
一
八
七

六
）、
陸
心
源
は
す
で
に
藏
書
志
の
編
纂
に
着
手
し
て
い
た
と
い
う
事
實
に
矛
盾

（『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
例
）

輿
地
紀
勝
二
百
卷
（
Ａ
） 

影
寫

宋
刊
本 

從
錢
塘
何
氏
藏
宋
刊
本

影
寫
（
Ｂ
）　

（
宋
）
東
陽
王
象
之 

編 

闕
三

十
二
卷
（
Ｃ
）

王
象
之
序
（
嘉
定
辛
巳
）。

李

序
。

□
鳳
劄
子
。

李

序
。（
Ｅ
）

直
齋
書
錄
解
題
曰
…

張
氏
金
吾
曰
…
此
本
從
宋
雕
本

影
寫
、
闕
卷
十
三
至
十
六
、
卷
五

十
一
至
五
十
四
、
卷
一
百
三
十
五

至
一
百
四
十
四
、
一
百
六
十
八
至

一
百
七
十
三
、
一
百
九
十
三
至
二

百
、
共
闕
三
十
二
卷
。（
Ｇ
）



『
守
先
閣
藏
書
志
』
と
陸
心
源
の
藏
書
目
錄
編
纂
に
つ
い
て

一
五
五

な
矛
盾
は
現
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
同
樣
の
例
と
し
て
『
劉
向
說
苑
』
が
擧
げ
ら
れ

る
。
こ
の
本
は
『
儀
顧
堂
題
跋
』
に
お
い
て
「
朙
楚
府
大
字
本
」
と
さ
れ（

（（
（

、
靜
嘉

堂
文
庫
に
現
存
す
る
原
書（
一
〇
函―

四
九
架
）と
一
致
す
る
が
、『
皕
宋
樓
藏
書
志
』

に
な
る
と
、
そ
の
著
錄
は
『
愛
日
精
廬
藏
書
志
』
の
ま
ま
で
「
元
刊
本
」
と
な
っ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
の
著
錄
と
矛
盾
す
る
見
解
は
陸
心
源
の
題
跋

に
散
見
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
の
案
語
と
書
誌
が
異

な
る
人
物
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
の
傍
證
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
推
察
す
る

に
、『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
の
著
者
に
關
し
て
は
、
案
語
は
陸
心
源
自
身
の
著
述
で

あ
り
、基
本
的
な
書
誌
情
報
は
李
宗
蓮
を
始
め
と
す
る
門
下
の
人
物
が
張
金
吾『
愛

日
精
廬
藏
書
志
』
を
元
に
し
て
增
訂
を
加
え
て
再
編
集
し
た
と
い
う
よ
う
に
理
解

す
る
の
が
最
も
妥
當
で
あ
ろ
う
。

終
わ
り
に

定
稿
本
で
あ
る
『
守
先
閣
藏
書
志
』
の
考
察
を
通
し
て
、
本
稿
は
陸
心
源
の
目

錄
編
纂
を
め
ぐ
る
三
つ
の
問
題
、（
一
）陸
氏
三
大
藏
書
樓
の
成
立
時
朞
、（
二
）張

金
吾
『
愛
日
精
廬
藏
書
志
』
の
利
用
、（
三
）『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
の
著
者
に
つ
い

て
再
檢
討
を
し
た
。
そ
の
結
論
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
を
作
り
始
め
た
時
點
に
於
い
て
、陸
氏
に
は
「
守
先
閣
」

と
い
う
藏
書
樓
し
か
な
く
、
故
に
そ
の
藏
書
志
は
「
守
先
閣
藏
書
志
」
と
名
附
け

ら
れ
た
。
そ
の
後
、
版
下
を
作
る
寸
歬
に
「
皕
宋
樓
」
が
で
き
、
藏
書
志
も
そ
れ

に
因
ん
で
改
名
さ
れ
た
。「
十
萬
卷
樓
」
に
至
っ
て
は
、
更
に
そ
れ
以
降
に
設
立

さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

二
、『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
で
は
、
張
金
吾
『
愛
日
精
廬
藏
書
志
』
を
そ
の
ま
ま

引
用
し
て
い
る
書
誌
情
報
が
多
く
、
そ
の
程
度
は
「
參
考
」
の
範
疇
を
遙
か
に
超

同
知
洪
州
□
□
□
□
曾
□
鳳
劄

子
。（
Ｅ
）

直
齋
書
錄
解
曰
…
（
Ｇ
）

…
嘉
慶
壬
戌
中
冬
竹
汀
居
士
錢

大
昕
書
。（
Ｆ
）

陸
心
源
が
持
っ
て
い
た
『
輿
地
紀
勝
』（
九
函―

五
五
架
）
は
、
張
金
吾
舊
藏
の

原
書
で
は
な
い
が
、
こ
の
條
は
朙
ら
か
に
『
愛
日
精
廬
藏
書
志
』
に
由
來
し
て
い

る
。
だ
が
、『
儀
顧
堂
續
跋
』
卷
八
の
「
影
宋
鈔
輿
地
紀
勝
跋
」
に
は
次
の
よ
う

に
書
か
れ
て
い
る
。

　

…
卷
十
三
至
十
六
・
卷
五
十
至
五
十
四
・
卷
一
百
三
十
六
至

一
百
四
十
四
・
卷
一
百
六
十
八
至
一
百
七
十
三
・
一
卷
百
九
十
三
至
二
百
を

闕
く
…
曾
治
鳳
の
劄
子
は
治
鳳
の
草
書
手
迹
に
從
っ
て
勾
摹
し
て
上
梓
さ
れ

た
。
そ
の
官
銜
は
「
朝
奉
大
夫
直
寶
章
閣
江
西
置
制
新
除
直
煥
章
閣
知
廣
州

廣
東
經
略
」の
は
ず
で
あ
る
。
張
⺼
霄
の
藏
書
志
に
は
、劄
首
の「
治
」の
字
・

「
鳳
」
の
下
に
あ
る
「
伏
被
」
の
二
字
・「
拜
」
の
上
の
「
再
」
の
字
は
皆
空

白
の
枠
と
さ
れ
て
お
り
、「
拜
」
の
下
の
一
字
は
辨
別
で
き
ず
、誤
っ
て
「
涵
」

と
解
釋
し
て
い
る
…
「
直
寶
章
閣
」
以
下
は
誤
っ
て
「
□
□
□
制
□
□
□
□

事
同
知
洪
州
□
□
□
□
曾
□
鳳
」
と
す
る
。
張
金
吾
が
見
た
抄
本
は
精
確
な

も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
（
1
5
）。

こ
の
跋
文
を
見
れ
ば
、
陸
心
源
は
自
分
の
藏
本
と
張
金
吾
本
と
の
違
い
を
よ
く

知
っ
て
お
り
、
且
つ
、
自
分
の
も
の
は
闕
字
が
少
な
く
、
張
金
吾
の
も
の
よ
り
優

れ
て
い
る
と
自
覺
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
も
し
、『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
が
案

語
か
ら
書
誌
ま
で
全
て
陸
心
源
本
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
一
集

一
五
六

曰
皕
宋
樓
陸
氏
、
與
八
千
卷
樓
爲
南
北
四
大
家
。」
光
緖
二
十
六
年
刊
本
）
や
、
島

田
翰
「
淸
四
大
藏
書
家
記
略
」（「
黃
氏
（
丕
烈
）
之
書
、
一
散
而
歸
於
汪
閬
源
藝
芸

書
舍
、
再
佚
而
分
歸
於
常
熟
瞿
氏
、
聊
城
楊
氏
、
而
其
一
分
則
收
在
歸
安
陸
氏
、
稱

南
北
三
大
家
、
配
之
以
錢
塘
丁
氏
、
又
稱
四
大
家
矣
…
…
四
氏
之
藏
、
士
子

稱
爲

南
北
四
大
家
。」『
訪
餘
錄
』、
田
中
慶
太
郞
排
印
本
、
大
正
一
〇
年
）
に
よ
る
と
、

「
南
北
四
大
家
」
と
い
う
呼
稱
の
ほ
う
が
當
時
で
は
一
般
的
で
あ
っ
た
。
他
に
「
海

內
四
大
藏
書
」
と
稱
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
（「
近
㊒
聊
城
楊
紹
和
海
源
閣
『
楹

書
隅
錄
』、
常
熟
瞿
鏞
『
鐵
琴
銅
劍
樓
書
目
』、
仁
和
丁
丙
『
善
本
書
室
藏
書
志
』、

歸
安
陸
心
源
『
皕
宋
樓
藏
書
志
』、
所
謂
海
內
四
大
藏
書
家
者
。」
葉
德
輝
「
藏
書
十

約
」、『
觀
古
堂
所
著
書
』、
光
緖
至
民
國
間
湘
潭
葉
氏
刊
本
）。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

「
淸
末
四
大
藏
書
家
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
最
近
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
２
）　
「
而
樹
藩
贈
予
以
『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
稿
本
、
其
書
尙
作
『
守
先
閣
藏
書
志
』。」

島
田
翰
『
皕
宋
樓
藏
書
源
流
考
』
不
分
卷
（
武
進
董
氏
京
師
刊
本
、
光
緖
三
十
三

年
）

（
３
）　

陶
升
甫
と
い
う
名
は
、
同
じ
く
『
潛
園
總
集
』
に
收
め
ら
れ
る
『
群
書
校
補
』
の

定
稿
本
（
都
立
中
央
圖
書
館
所
藏
）
に
も
出
て
お
り
、『
十
萬
卷
樓
叢
書
』
本
の
『
續

考
古
圖
』
の
卷
末
に
ま
た
「
蘇
城
陶
升
甫
摹
刻
」
と
の
七
文
字
が
彫
っ
て
あ
る
。
恐

ら
く
、
陸
心
源
の
出
版
事
業
に
お
い
て
、
寫
樣
・
刻
版
の
作
業
は
皆
彼
に
任
せ
て
い

た
。

（
４
）　

潛
園
購
入
の
經
緯
に
關
し
て
は
、
兪
樾
「
廣
東
高
廉
衟
陸
君
墓
誌
銘
」（ 

『
春
在
堂

雜
文
六
編
』、『
春
在
堂
全
書
』
本
）
と
繆
荃
孫
「
二
品
頂
戴
廣
東
高
廉
兵
備
衟
陸
公

神
衟
碑
銘
」（『
續
碑
傳
集
』、
周
駿
富
編
『
淸
代
傳
記
叢
刊
』、
臺
北
朙
文
書
局
、
一

九
八
七
）
に
詳
し
い
記
載
が
あ
る
。

（
５
）　
「
著

開
署
缺
、
遵
歬
旨
仍
送
部
引
見
。」『
穆
宗
實
錄
』（『
淸
實
錄
』、
中
華
書

局
、
一
九
八
七
）
第
五
十
一
册
第
八
五
五
頁
。
ま
た
、『
德
宗
實
錄
』（『
淸
實
錄
』、

中
華
書
局
、
一
九
八
七
）
第
五
十
二
册
四
八
〇
頁
に
光
緖
二
年
閏
五
⺼
己
卯
の
上
諭

え
て
い
る
。
從
っ
て
、陸
心
源
所
藏
の
實
物
と
目
錄
の
記
載
に
齟
齬
が
見
ら
れ
る
。

三
、『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
で
は
、
案
語
と
書
誌
は
異
な
る
人
物
に
よ
っ
て
作
成

さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

ち
案
語
は
陸
心
源
自
身
に
よ
っ
て
完
成
し
、
定
稿
本

が
ほ
ぼ
で
き
た
と
こ
ろ
に
附
け
加
え
ら
れ
た
。
一
方
、
基
本
的
な
書
誌
情
報
は
李

宗
蓮
を
始
め
と
す
る
門
下
の
者
が
張
金
吾
『
愛
日
精
廬
藏
書
志
』
を
元
に
し
て
增

訂
を
加
え
て
再
編
集
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

陸
心
源
が
亡
く
な
っ
た
後
、
子
孫
は
藏
書
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の

舊
藏
は
田
中
靑
山
・
重
野
成
齋
等
の
斡
旋
を
經
て
光
緖
三
十
三
年
（
一
九
〇
七
）

に
銀
元
十
萬
兩
で
三
菱
財
閥
の
岩
崎
氏
に
讓
ら
れ
る
こ
と
と
な
る（

（（
（

。
皕
宋
樓
藏
書

が
國
を
去
る
こ
と
は
、
當
時
中
國
の
學
界
に
非
常
に
大
き
な
衝
擊
を
與
え
、
そ
の

餘
波
は
今
な
お
殘
っ
て
い
る
。

中
國
に
於
け
る
陸
心
源
及
び
そ
の
藏
書
に
關
す
る
硏
究
で
は
、
原
書
を
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
い
う
現
狀
か
ら
、
目
錄
を
利
用
し
て
藏
書
の
構
成
を
統
計
的
に

分
析
す
る
硏
究
手
法
が
と
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
本
稿
で
示

し
て
き
た
よ
う
に
、『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
の
著
錄
と
實
物
と
の
間
に
は
、
少
な
か

ら
ぬ
違
い
が
存
在
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
を
利
用
す
る
際

に
は
、
結
論
の
正
確
さ
に
影
響
を
與
え
な
い
た
め
に
も
、
常
に
そ
の
特
質
に
㊟
意

を
拂
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
藏
書
志
を
基
に
し
た
陸
心
源
の
藏
書

構
成
に
關
す
る
硏
究
に
つ
い
て
も
、
こ
の
點
を
踏
ま
え
た
上
で
、
再
檢
討
す
る
餘

地
が
あ
る
と
考
え
る
。

㊟（
１
）　

楊
瞿
陸
丁
四
家
の
こ
と
を
、
今
日
の
人
は
「
淸
末
四
大
藏
書
家
」、
ま
た
は
彼
ら

の
藏
書
樓
に
つ
い
て
「
淸
末
四
大
藏
書
樓
」
と
稱
す
る
が
、
繆
荃
孫
の
「『
善
本
書

室
藏
書
志
』
序
」（「
近
海
內
稱
藏
書
家
、
曰
海
源
閣
楊
氏
、
曰
鐵
琴
銅
劍
樓
瞿
氏
、



『
守
先
閣
藏
書
志
』
と
陸
心
源
の
藏
書
目
錄
編
纂
に
つ
い
て

一
五
七

が
あ
り
、
陸
心
源
は
鹽
耗
の
規
定
を
改
竄
し
た
た
め
、
免
職
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

と
記
さ
れ
て
い
る
。（「
擅
改
票
鹽
章
程
、
徇
私
專
擅
、
著
照
部
議
、

行
革
職
。」）

兪
樾
が
書
い
た
墓
誌
銘
に
よ
る
と
、
免
職
さ
れ
た
時
、
陸
心
源
は
既
に
故
鄕
に
歸
っ

て
二
年
が
經
っ
て
い
た
。

（
６
）　
「
乃
知
皕
宋
・
十
萬
皆
心
源
四
十
五
歲
以
後
所
名
也
。」 

（
７
）　
「
烏
戌
（
戍
）
李
少
靑
宗
蓮
序
『
皕
宋
樓
藏
書
志
』
云
：「
宋
元
刊
及
名
人
手
鈔
手

校
者
儲
之
皕
宋
樓
中
、
若
守
先
閣
則
皆
朙
以
後
刊
及
尋
常
鈔
帙
。」
是
宗
蓮
就
心
源

未
構
十
萬
卷
樓
以
歬
而
言
、
已
分
爲
二
、
書
亦
隨
之
判
矣
。」

（
８
）　

徐
楨
基
『
藏
書
家
陸
心
源
』（
陝
西
人
民
敎
育
出
版
社
、
二
〇
〇
七
）
第
三
八
頁
。

（
９
）　
「
而
以
皕
宋
寶
藏
舊
刻
精
鈔
爲
世
所
罕
見
者
、
輯
其
源
委
、
仿
貴
與
馬
氏
・
竹
垞

朱
氏
・
⺼
霄
張
氏
例
成
藏
書
志
一
百
二
十
卷
。」

（
10
）　

原
文
は
第
一
章
を
參
照
。

（
11
）　
「
近
編
『
藏
書
志
』
亦
㊒
致
、
約
比
張
⺼
霄
加
倍
。」
呂
亞
非
「『
皕
宋
樓
藏
書
志
』

的
作
者
考
實
」（
淮
北
師
範
大
學
學
報
、
二
〇
一
一
年
四
⺼
）
參
照
。

（
12
）　
「『
校
補
』・『
藏
書
志
』
爲
其
客
李
宗
蓮
所
撰
、『
題
跋
』・『
文
集
』
亦
多
藍
本
、

且
失
攷
不
一
而
足
。」

（
13
）　
「
先
生
則
出
巨
藳
三
尺
許
、
屬
爲
參
定
同
異
、
乃
繙
緝
疏
錄
、
從
事
黃
墨
者
三
閱

⺼
、
又
七
閱
⺼
而
梓
成
。」

（
14
）　

㊟（
11
）を
參
照
。

（
15
）　
「
…
…
缺
卷
十
三
至
十
六
・
卷
五
十
至
五
十
四
・
卷
一
百
三
十
六
至
一
百
四
十
四
・

卷
一
百
六
十
八
至
一
百
七
十
三
・
一
卷
百
九
十
三
至
二
百
…
…
曾
治
鳳
劄
子
系
照
治

鳳
草
書
手
迹
勾
摹
上
版
、
其
官
銜
爲
「
朝
奉
大
夫
直
寶
章
閣
江
西
置
制
新
除
直
煥
章

閣
知
廣
州
廣
東
經
略
」。
張
⺼
霄
藏
書
志
劄
首
「
治
」
字
・「
鳳
」
下
「
伏
被
」
二
字
・

「
拜
」
上
「
再
」
字
皆
作
空
圍
。「
拜
」
下
一
字
不
辨
、
誤
釋
作
「
涵
」
…
…
「
直
寶

章
閣
」
下
誤
作
「
□
□
□
制
□
□
□
□
事
同
知
洪
州
□
□
□
□
曾
□
鳳
」、
想
所
見

抄
本
不
精
耳
。」
陸
心
源
『
儀
顧
堂
題
跋
』
十
六
卷
『
續
跋
』
十
六
卷
（
淸
光
緖
十

六
歸
安
陸
氏
刊
本
、
續
跋
十
八
年
刊
）。

（
16
）　
『
儀
顧
堂
題
跋
』
卷
六
「
說
苑
跋
」。

（
17
）　

靜
嘉
堂
文
庫
員
「
靜
嘉
堂
文
庫
に
て
淸
國
湖
州
歸
安
の
陸
氏
心
源
舊
藏
の
書
を
購

入
せ
し
顛
末
」（『
圖
書
館
雜
誌
』
第
三
號
、
一
九
〇
八
年
）
を
參
照
。




